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通しダイアの板厚が 45 ㎜以上の場合のみ、TMCP に変更したいときは 

仕口材質指定画面下側にある『通しダイア板厚』で設定可能です。 

左図設定の場合、45ｍｍ以上及び 50ｍｍ以上の 

板厚になるダイアフラムの材質は【500-TMCP】 

となります。 

 

『仕口材質指定』が ⦿なし または 

柱材質に☑が入っていない・ダイアフラムの材

質が空欄の場合、ダイアフラムの材質は 

【1-SS400】になりますのでご注意下さい。 

パラメーター変更前に既に仕口スタイル設定

や仕口設定で個別に変更している場合は、そち

らが優先されます。 

 

 

 

【ファイル】‐【パラメーター】‐【データ作成】‐【36.柱仕口関連】‐1７）仕口材質指定 を設定します。 

右側の  ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

『仕口材質指定』の ⦿あり を選択し、配置している柱の『柱材質』に☑を入れます。 

『通しダイア材質』及び『内ダイア材質』を指定します。 

例）柱材質：45-BCR295 ⇒ 通しダイア材質：21-SN490C / 内ダイア材質：20-SN490B 

 

 

 

 

 

 

 

パラメーターで柱材質または板厚によって設定できます。 


